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一般質問 太陽光発電施設のリサイクルを！ 

 

①  

●福岡県の太陽光発電の設置数は、数年前ま

で日本一だった。●投機目的の施設は、管理さ

れていないため機能していない施設が多い。 

●太陽光発電施設の寿命は 25 年。●2020 年

約 3 千 t、2030 年約 3 万 t、2039 年 78 万 t に

急増しゴミとなる。●商工部は、Iot 技術を使っ

て太陽光発電施設の管理システムの開発に助

成する。環境部では、回収システム、リサイクル

技術が進められている。●しかし、バラバラで

進められ、昨年発足した、エネルギー政策推進

本部が機能していない。と知事を質しました。 
  
●知事をトップにエネルギー政策推進本部が全

庁的、一体的に進めて参ると答弁しました。 
 

不審者情報「ふっけい安心メール」

をスマホにも利用することで防犯

意識を高めてもらう取組です。 
 
① 事件情報が分かりやすく地図に

表示されます。 

② 情報は、プッシュ通知されます。 

③ 事件の情報提供は、メールで行

うことができます。 

④ 防犯ブザー機能が付いていま

す。 
 
学生の皆さん、学校関係者、地域の

防犯活動の方々等広くご利用頂くよう

お願いします。 

 

防犯アプリ『みまもっち』を配信！ 
 

 



新開まさひこ通信 曙 Vol.72 平成 29 年 5 月 3 日 

 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
                                  
  

 

 

 

 

 
 

 

●4 月 1 日から西鉄バス

の営業所等で障がい

者手帳を提示すると、

障がい者用の nimoca

カードが発行される。 

電車、バス運賃が 50％

割引となります。 

  

 

『ふくおかの県民自転車保険』ができました！ 

 
自転車事故は減少しているが、対歩行者事故は、年々増加

傾向で年間 100件を超えています。 

① 福岡県自転車条例が可決成立いたしました。 

② 自転車保険は、２０１５年７月９日、新社会推進商工委員

会で、先進の兵庫県自転車保険を示し、より加入しやす

い保険を作るよう提案しました。 

●『ふくおかの県民自転車保険』の内容は、 

年間の掛金が 1000円、2000円、3000円の三種類。 

掛金 3000 円では、賠償責任補償額が 1 億円など家族全

員が対象です。 

専用窓口は、自転車安全対策協議会 0570-031965  

是非、ご加入下さい。 

 

昨年 6月議会で待機児童解消のためには、人

材確保が必要。そのため潜在保育士と再就職

意向の実態調査を実施し保育所などの人材

不足に対応するよう提案しました。 

●県保育協会や県保育士

会と協議しながら潜在保育

士とその方たちの再就職

の意向を把握する実態調

査をすることが決定しまし

た。 

福岡県の土砂災害警戒区域は、昨年 7月現在

で、１７，５９４カ所。 

土砂災害の危険度情報を防災無線、広報車に

加えメールで配信するよう提案。 

公明党福岡県議団は、障がい者が移動しやすく

するため公共の乗り物の運賃割引を粘り強く、

何度も提案。特に精神障がい者への実施が遅

れていることを強く指摘してきました。 

新開昌彦プロフィール  昭和３２年６月生。西新小、百道中、大濠高校２３回、創価大学７期卒業 
津田産業入社、神崎武法衆院議員秘書１５年、平成１１年から県議会議員５期当選 

は、こちらです。  https://facebook.com/shinkai.masahiko 

認知症高齢者の運転免許証取り消し処分者と、

自動車運転免許証の自主返納者に対して、警

察と市町村が協議し共通の窓口を決め地域で

利用できるサービス情報を提供すべしと提案。 

●県内市町村と協議し「地

域包括支援センター」に

交通手段の割引などの

情報を一元化し警察本

部、警察署の担当窓口

で、対象者に伝えること

になりました。3月 13日 
 

現場の声が、更に実現しました！ 
 

●土砂災害危険度情報配

信システムを整備し、平

成３０年４月には、防災メ

ールまもるくんを使って土

砂災害危険度情報を配信

することが決まりました。 

 

 


